
 

 

 

 

アジア国立公園会議のプログラム（日本語訳版） 

１．開会式および基調講演（11月 13日 16:00～18:10） 

  開会式（16:00-16:30） 

 主催者挨拶 石原伸晃（環境大臣）、チャン・シンシェン（IUCN会長） 

 来賓挨拶 村井嘉浩（宮城県知事）、奥山恵美子（仙台市長）、 

  ロビン・パーカー（豪 ニューサウスウェールズ州環境大臣） 

 基調講演（16:30-18:10） 

16:30～ 「登ろう、日本の山へ」 

  田部井淳子（登山家） 

17:10～ 「三陸復興国立公園の創設－自然共生社会の実現を目指して」 

  武内和彦（国連大学上級副学長・中央環境審議会会長） 

17:40～ 「保護地域－地球を救う自然の力」 

  アーネスト・エンカリン（IUCN世界保護地域委員会(WCPA)委員長） 

 

２．レセプション（11月 13日 18:30-20:00） 

 

３．全体会合（11月 14日 9:00～11:00、15日 9:00～11:00） 

 

11月 14日 

 9:00～ 共同議長および各ワーキンググループ議長・副議長選出 

 9:05～ アジア国立公園会議の趣旨及びアジア保護地域憲章の説明 共同議長 

 9:25～ 各ワーキンググループの紹介 各ワーキンググループ議長・副議長 

10:25～ 「アジア保護地域フィロソフィー」 

 アムラン・ハムザ（マレーシア工科大学教授,  

    前WCPA東南アジア担当副委員長） 

 10:45～ 「アジア保護地域パートナーシップ」 

 ピーター・シェイディー（前 IUCNアジア事務所保護地域プログラム長） 

 10:55～  質疑応答 

 

11月 15日 

  9:00～ 「IUCN 世界国立公園会議 2014」 

  カール・ソロモン（豪 ニューサウスウェールズ州 環境省国立公園局  

     カスタマーエクスペリエンス課長） 

 9:20～ 「愛知目標と韓国における CBD COP12のご紹介」 

  チャールズ・ブザンソン（生物多様性条約事務局  

     ライフウェブコーディネータ） 

  チョンチュン・キム（韓国 国立公園管理公団専務理事） 

 9:40～ 「IUCN 保護地域プログラムのご紹介」 

  トレバー・サンドウィズ（IUCN世界保護地域プログラム長） 

10:00～ 「世界保護地域データベース(WDPA)―地球保護への理解にむけて」 

  ナオミ・キングストン（国連環境計画 世界保全モニタリングセンター

     (UNEP - WCMC) 保護地域プログラム長） 

10:10～ 「グリーン復興プロジェクトと新三陸復興国立公園」 

  徳丸久衛（環境省 東北地方環境事務所長） 

10:30～ 「日本企業による生物多様性のための取組」 

  佐藤正敏（経団連自然保護協議会会長） 

10:50～ 質疑応答 



 

 

 

４．ワーキンググループ・セッション（11月 14日・15日 12:45～18:00） 

次の６ワーキンググループが、各部屋において同時並行して開催。 

WG1 自然災害と保護地域 

WG2 保護地域における観光・環境教育 

WG3 文化・伝統と保護地域 

WG4 保護地域の協働管理 

WG5 保護地域に関する国際連携 

WG6 生物多様性と保護地域 

 各ワーキンググループは、４回のセッションによって構成（1 回のセッションは

150分）。 

 各セッションは、７人の発表（1人あたり 15分の発表と 5分の質疑応答）によっ

て構成。 

 

５．ポスターセッション（11月 14日・15日） 

保護地域に関連する取組をポスターで紹介。以下のコアタイムを設ける。 

 奇数番号 のタイトル   14日 11:00 ~ 11:45,  15 日  11:45 ~ 12:30 

 偶数番号 のタイトル 14日  11:45 ~ 12:30,  15日 11:00 ~ 11:45 

 

６．サイドイベント（11月 14日・15日） 

保護地域に関係する機関・団体の主催により、11月 14日及び 15日の昼食時(11:15-12:15)

及び夜間(18:30-19:30)に実施。 

 

７．ユース・セッション (11月 14日・15日 15:15-19:30) 

アジア国立公園会議において、大学生、大学院生など次世代を担う若手研究者の発表の

機会を設けるとともに、「ユース宣言」を取りまとめることにより若手の意見を会議参加者

に発表。 

 

８．エクスカーション 

三陸復興国立公園の取組を現地で紹介することを目的として実施。 

（１）種差海岸コース（青森県） 

（２）宮古・浄土浜コース（岩手県） 

（３）気仙沼コース（宮城県） 

（４）仙台海浜コース（宮城県） 

 

９．全体会合（成果取りまとめ） （11月 17日 9:00-12:00） 

       9:00～ 各ワーキンググループの成果報告 各ワーキンググループ議長・副議長 

      10:30～ ユース・セッションの報告と APC ユース宣言   ユース・セッション代表 

      10:45～ アジア保護地域憲章の合意   共同議長 

 

１０．閉会式（11月 17日 12:00-13:00） 

 アジア国立公園会議成果受け渡し   共同議長 

 IUCNおよび第６回世界国立公園会議主催国挨拶 

 アーネスト・エンカリン（IUCN世界保護地域委員会(WCPA)委員長） 

 堀江正彦（IUCN地域理事） 

 マリク・アミン・アスラム（IUCN副会長） 

 カール・ソロモン（豪 ニューサウスウェールズ州 環境省国立公園局  

    カスタマーエクスペリエンス課長） 

 閉会宣言 

谷津龍太郎（環境省 環境事務次官） 


